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宫本 百合 子 



わたし は、 女学校 を 卒業して じき、 文学の 仕事 をし 

はじめた。 自分の 生活に ついて いろいろ 考えて ゆく と 

やはり 女学校 時代の 若 い 心情に 蒙 つ た さまざまの 感銘 

が 思い かえされ、 そこに、 人間と して 苦しかった 折々 

のあった こと を 忘れ かねた。 一九 一 一年 (明治 四 四 年) 

から 一六 年に かけての 女学校 生活に は、 現代の、 とく 

に 一 九 四 五 年 八月 以後の 女学生に は 想像 も 出来ない よ 

うな 苦し さがあった。 それ も、 ごく 些 末な ことにつ い 

て。 髪の 形と か、 顔の 化粧と か、 櫸の 色と 幅と その 結 

びかた について とか。 小さい ことごとに、 大きな 重い 

感情が きつく 示され、 そのこと でまで 稚ぃ心 はいため 
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